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９
月
27
日
、
県
立
山
川
高
校
で
、
実
え
ん
ど
う
の
新
品
種
の
種
ま
き

作
業
が
行
わ
れ
、
生
徒
７
名
の
ほ
か
、
部
会
役
員
・
Ｊ
Ａ
・
行
政
な
ど
関

係
者
20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
の
「
実
え
ん
ど
う
」
は

２
０
０
１
年
に
県
の
ブ
ラ
ン
ド
産
地
に
指
定
さ
れ
、
ピ
ー
ク
時
期
に
は
100

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
面
積
で
作
付
さ
れ
る
な
ど
、
指
宿
地
区
に
お
け
る

主
要
品
目
の
１
つ
と
し
て
栽
培
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
消

費
の
低
迷
、
高
齢
化
か
ら
面
積
が
減
少
し
、
現
在
で
は
ピ
ー
ク
時
期
の
４

割
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
な
か
で
、
県
が
育
種
し
た
「
新
品
種
の
実
え
ん
ど
う
」
は
、
従

来
の
品
種
よ
り
良
食
味
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
の
産
地
復
活
に
大
き
な
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、
来
年
度
以
降
の
産
地
へ
の
本
格
導
入

に
向
け
て
デ
ー
タ
収
集
と
栽
培
技
術
向
上
、
産
地
活
性
化
の
た
め
、
山
川

高
校
で
試
験
栽
培
を
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
西
山
昭
二
え
ん
ど
う
部

会
長
は
「
将
来
は
実
え
ん
ど
う
に
興

味
を
持
っ
て
、
生
徒
が
地
域
を
担
う

生
産
者
に
な
っ
て
も
ら
え
る
と
う
れ

し
い
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
生
徒

代
表
の
西
牟
田
聖
也
君
は
「
え
ん
ど

う
類
の
栽
培
は
山
川
高
校
と
し
て
初

め
て
だ
が
、
良
い
研
究
成
果
が
出
る

よ
う
に
し
っ
か
り
管
理
し
て
い
き
た

い
。」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。
作

業
は
Ｊ
Ａ
営
農
指
導
員
が
栽
培
の
ポ

イ
ン
ト
な
ど
を
説
明
し
、
播
種
、
支

柱
立
て
を
行
い
ま
し
た
。

10
月
12
日
～
14
日
の
３
日

間
、
鹿
児
島
県
南
九
州
市
・

長
崎
県
東
彼
杵
町
・
佐
賀

県
嬉
野
市
・
福
岡
県
八
女
市

の
４
つ
の
茶
産
地
が
連
携
し
、

第
３
回
「
テ
ィ
ー
ロ
ー
ド
茶

壺
道
中
」・「
聖
福
寺
献
上
茶

壺
式
典
」
を
福
岡
市
で
開
催

し
ま
し
た
。
九
州
の
茶
産
地

の
結
束
力
を
高
め
、
日
本
の

お
茶
文
化
発
祥
の
地「
九
州
」

を
広
く
知
ら
し
め
、
お
茶
文

化
の
浸
透
を
国
内
外
に
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
会
場
の
博
多
駅

前
広
場
で
は
、
①
茶
育
指
導

士
に
よ
る
九
州
茶
の
お
も
て

な
し
②
お
茶
・
お
茶
関
連
品
の
試
飲
販
売
Ｐ
Ｒ
③
お
茶
の
お
い
し
さ
を
味

わ
っ
て
頂
く
煎
茶
席
の
設
置
④
参
加
茶
産
地
の
Ｐ
Ｒ
や
映
像
、
着
ぐ
る
み

に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
⑤
聖
福
寺
細
川
老
師
に
よ
る
２
０
１
４
年
栄
西

禅
師
８
０
０
年
大
遠
偉
大
法
要
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
13
日
に
行
わ
れ

た
「
茶
壺
道
中
」
で
は
、
博
多
駅
前
広
場
か
ら
、
日
本
の
茶
祖
と
称
さ
れ

る
栄
西
（
よ
う
さ
い
）
禅
師
が
開
い
た
日
本
最
初
の
禅
寺
「
聖
福
寺
」
ま

で
約
１
キ
ロ
を
各
地
の
法
被
・
茶
娘
和
装
で
練
り
歩
き
、
茶
壺
を
献
上
し

ま
し
た
。
南
九
州
市
は
通
行
人
に
知
覧
茶
一
煎
パ
ッ
ク
を
配
布
し
Ｐ
Ｒ
を

行
い
ま
し
た
。

実
え
ん
ど
う
新
品
種
試
験
種
ま
き
作
業

聖
福
寺
へ
茶
壺
を
献
上

生産者に教わりながら作業を行う生徒

茶壷を聖福寺に運ぶ南九州市茶業関係者
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Ｊ
Ａ
女
性
部
は
10
月
３
日
、
鹿
児
島
市
喜
入
町
の
保
養
施
設
で
、
女

性
部
リ
ー
ダ
ー
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
女
性
部
員
・
役
職
員

ら
60
名
が
参
加
し
、
超
高
齢
社
会
を
迎
え
よ
う
と
す
る
日
本
に
と
っ
て

最
重
要
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
「
認
知
症
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。
参
加
者
は
、
県
中
央
会
職
員
か
ら
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
受
講
し
、「
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
」
鹿
児
島
支
部
代
表
水
流
涼

子
（
つ
る　

り
ょ
う
こ
）
氏
に
よ
る
講
演
を
聴
講
し
ま
し
た
。
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講
し
た
女
性
部
員
に
は
認
知
症
を
支
援
す

る
目
印
と
し
て
、
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
上
堀
内
美

智
子
女
性
部
長
は
「
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
認
知
症
の
人
や
家
族
を
地

域
住
民
み
ん
な
で
守
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
た
。」
と
話
し
ま
し
た
。

学
習
会
で
は
、
総
合
ポ
イ
ン
ト
制
度
（
Ｊ
Ａ
Ｄ
Ｄ
Ｏ
カ
ー
ド
）
に
つ
い

て
も
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

指
宿
市
枚
聞
神
社
の
例
大
祭

（
ほ
ぜ
祭
）
が
、
10
月
14
日
か
ら

前
夜
祭
・
神
幸
祭
を
含
め
３
日
間

行
わ
れ
、
近
隣
か
ら
大
勢
の
参
加

者
と
見
学
者
が
集
ま
り
、
Ｊ
Ａ
も

開
聞
地
区
職
員
が
中
心
と
な
り
、

参
加
し
ま
し
た
。

16
日
に
は
稚
児
行
列
が
行
わ
れ
、

き
れ
い
に
お
化
粧
を
し
、
美
し
く

あ
で
や
か
な
衣
装
を
着
た
子
供
た

ち
が
大
人
と
一
緒
に
歩
き
、
見
物

人
が
見
守
り
ま
し
た
。

相
撲
大
会
も
開
催
さ
れ
、
赤
ち
ゃ

ん
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
行
わ
れ

た
土
俵
入
り
や
、
小
・
中
・
高
校
生

が
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
や
学
校
対
抗
戦

な
ど
で
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

ほ
ぜ
と
は
「
豊
饒
」
と
書
き
、
大

地
の
恵
み
に
よ
り
農
作
物
が
良
く
で

き
る
こ
と
を
意
味
し
、
一
年
間
、
心

を
込
め
て
育
て
た
作
物
が
実
り
を
結

ぶ
季
節
に
、
収
穫
の
喜
び
を
分
か
ち

合
い
、
感
謝
を
さ
さ
げ
ま
す
。

Ｊ
Ａ
女
性
部
リ
ー
ダ
ー
学
習
会

枚
聞
神
社
ほ
ぜ
祭

認知症について学ぶ参加者

学習会前に行われた「レインボー体操」

稚児行列赤ちゃんの土俵入り
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２
０
１
３
年
度　

畜
魂
祭
な
ら
び
に
研
修
会

　

Ｊ
Ａ
・
畜
産
部
会
会
議
は
11
月
１

日
、「
２
０
１
３
年
度
畜
魂
祭
な
ら
び

に
研
修
会
」
を
指
宿
市
の
指
宿
中
央

家
畜
市
場
・
開
聞
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
で
開
催
し
、
管
内
畜
産
農
家
や

関
係
団
体
な
ど
約
２
０
０
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
家
畜
へ
の
感

謝
と
鎮
魂
の
意
を
こ
め
て
神
事
を
執

り
行
い
ま
し
た
。
神
事
後
は
、
指
宿
市

役
所
健
康
増
進
課
に
よ
る
「﹃
健
幸
﹄

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
研
修
会
が
行
わ
れ
、
指
宿
市
に

お
け
る
健
康
増
進
の
取
り
組
み
と
自
宅
で
も
簡
単
に
で
き
る
健
康
体
操

の
紹
介
が
あ
り
、
参
加
者
は
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
の
び
の
び
と
体

を
動
か
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
畜
産
事
業
に
多
大
な
業
績
を
残
し
た

功
労
者
の
披
露
も
行
わ
れ
ま
し
た
。2013年度功労者（敬称略）

○2012年度ＪＡ鹿児島県豚枝肉共励会
　最優秀賞　　有村　幸一
○2012年度鹿児島県肉牛枝肉共進会
　最優秀賞　（農法）小川協同牧場
○第62回鹿児島県畜産共進会
　若雌１区　　優秀賞　　江﨑　　猛
○第62回鹿児島県畜産共進会
　若雌１区　　優秀賞　　今村　秀一
○第62回鹿児島県畜産共進会
　若雌２区　　優秀賞　　松山　清隆
○2012年度薩南ブロイラー団地生産実績
　　第１位　　河脇　新太郎　

10
月
28
日
、
不
知
火

（
デ
コ
ポ
ン
）
の
現

地
検
討
会
が
指
宿
市
開

聞
の
生
産
者
の
圃
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。「
不

知
火
」
は
か
ご
し
ま
の

農
林
水
産
物
認
証
制
度

で
県
の
認
証
を
受
け
て

お
り
、
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き

開
聞
果
樹
部
会
（
中
晩

柑
専
門
部
会
）
は
生
産

者
３
名
で
栽
培
面
積
75

ア
ー
ル
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
出
荷

は
１
月
か
ら
予
定
し
て
お
り
、
約
10

ト
ン
の
出
荷
量
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

迫
田
等
部
会
長
は
「
温
暖
な
気
候
を

生
か
し
、
収
量
の
増
大
・
大
玉
生
産

を
心
が
け
品
質
の
良
い
も
の
を
出
荷

し
た
い
。」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま

し
た
。
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不
知
火（
デ
コ
ポ
ン
）現
地
講
習
会

畜魂碑に祈る関係者

現地講習会の参加者

功労者の披露も行われた研修会
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山
川
そ
ら
ま
め
部
会
現
地
検
討
会

Ｊ
Ａ
山
川
地
区
そ
ら
ま

め
部
会
は
10
月
21
日
、
指

宿
市
山
川
の
生
産
者
の
圃

場
で
、
３
地
区
に
分
か
れ

て
現
地
検
討
会
を
開
催
し
、

約
80
名
の
生
産
者
が
参
加

し
ま
し
た
。
生
産
者
は
県

南
薩
地
域
振
興
局
農
政
普

及
課
担
当
や
Ｊ
Ａ
指
導
員

か
ら
現
在
の
害
虫
の
発
生

状
況
や
今
後
の
肥
培
管
理
、

整
枝
誘
引
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
、
特
に
ヨ
ト
ウ
ガ
類
が
多
発

し
て
い
る
た
め
、
害
虫
の
効
果
的
な

防
除
な
ど
今
後
の
管
理
作
業
を
確
認

し
ま
し
た
。
西
山
茂
部
会
長
は
「
今

年
は
高
温
乾
燥
が
続
い
て
お
り
、
害

虫
へ
の
農
薬
の
効
果
が
落
ち
て
い
る

の
で
、
早
め
の
防
除
を
行
い
、
今
後

の
管
理
に
努
め
て
欲
し
い
。」
と
話
し

ま
し
た
。

11
月
３
日
、
曽
於
市
の
お
お
す
み
弥
五
郎
伝
説
の
里
で
、
鹿
児
島
県

茶
業
振
興
大
会
（
鹿
児
島
県
茶
業
会
議
所
・
曽
於
市
主
催
）
が
開
催
さ

れ
、
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
大
会
の
中
で
、
鹿
児
島
県
茶
品
評
会

表
彰
が
あ
り
、
普
通
煎
茶
の
部
１
等
３
席
に
嶽
義
昭
氏
（
鹿
児
島
県
知

事
賞
）、
経
営
改
善
コ
ン
ク
ー
ル
の
部
１
等
１
席
に
飯
伏
英
夫
氏
（
九

州
農
政
局
長
賞
）
１
等
３
席
に
下
窪
和
幸
氏
（
鹿
児
島
県
知
事
賞
）、

産
地
賞
に
１
位
南
九
州
市
（
最
優
秀
賞
）、
長
年
茶
業
に
た
ず
さ
わ
り

茶
業
振
興
に
尽
力
し
た
功
績
が
称
え
ら
れ
、
南
九
州
市
頴
娃
町
の
田
原

義
幸
氏
（
75
歳
）・
飯
伏
徹
氏
（
74
歳
）
が
鹿
児
島
県
茶
業
功
労
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
１
４
年
県
茶
業
振
興
大
会
は
枕
崎
市
に
決
定

し
て
い
ま
す
。

か
ご
し
ま
お
茶
ま
つ
り
２
０
１
３
IN
そ
お
市

JAからの説明を聞く生産者今後の管理作業について確認する生産者

産地賞の優勝旗を受け取る西村組合長（右）

鹿児島県茶業功労賞を受賞された田原義幸氏（右）
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10
月
28
日
、
茶
業
女
性
部
全
体
研
修
が
南
九
州
市
の
松
元
機
工
で
開

催
さ
れ
、
参
加
者
関
係
者
含
め
約
１
２
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
永
山

明
美
え
い
支
部
茶
業
女
性
部
会
長
は｢

厳
し
い
茶
業
情
勢
の
中
で
す
が
、

女
性
部
活
動
を
通
じ
て
、
情
報
交
換
を
行
い
な
が
ら
安
心
・
安
全
な
お

茶
を
消
費
者
に
と
ど
け
ま
し
ょ
う
。｣

と
挨
拶
し
ま
し
た
。
研
修
会
で

は
、
新
製
品
の
お
茶
の
紹
介
や
試
飲
会
、
今
年
度
は
農
作
業
事
故
な
ど

の
発
生
も
あ
っ
た
た
め
、
管
理
機
械
の
安
全
な
取
扱
や
操
作
研
修
な
ど

も
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
南
九
州
市
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
お
茶
む
ら
い
」
の
紹
介
や
ネ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
マ
ー
作
り
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

茶
業
女
性
部
全
体
研
修
会

茶
業
女
性
部
全
体
研
修
会

茶
業
女
性
部
全
体
研
修
会

Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
と
業
務
提

携
し
て
い
る
エ
デ
ィ
オ
ン
鹿
児

島
指
宿
店
が
10
月
25
日
、
旧
ベ

ス
ト
電
器
指
宿
店
跡
地
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す

き
は
２
０
０
８
年
か
ら
ベ
ス
ト

電
器
指
宿
店
と
業
務
提
携
を
続

け
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
ベ

ス
ト
電
器
か
ら
エ
デ
ィ
オ
ン
へ

看
板
を
替
え
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
は

今
後
も
催
事
等
を
含
め
て
積
極

的
な
取
組
み
を
し
て
い
く
予
定

で
す
。
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エ
デ
ィ
オ
ン
鹿
児
島
指
宿
店
オ
ー
プ
ン

エ
デ
ィ
オ
ン
鹿
児
島
指
宿
店
オ
ー
プ
ン

エ
デ
ィ
オ
ン
鹿
児
島
指
宿
店
オ
ー
プ
ン

　新しいお店でより
一層、皆様の期待に
応えられるよう、ス
タッフ一同がんばっ
ていきます。

礒辺店長コメント

ＪＡいぶすき
「冬季ふれあい
電化ショー」開催　
12月６日（金）・　　　
12月７日（土）の２日間

研修会に参加した茶業女性部員

研修会の様子

エディオン鹿児島指宿店



団体成績（敬称略）
  ○第13位　有村建設チーム（山川支部）
  ○第14位　唐船峡Ｂチーム（開聞支部）
  ○第27位　福元チーム（山川支部）
 ○第31位　永友チーム（山川支部）
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葉たばこの品質を確認する生産者

スナップえんどうの出荷が、10月17日より
始まりました。播種以降の高温少雨、また例
年以上にヨトウガ類が多発し、生育に苦慮し
ていますが、生産者の管理努力により出荷に
つながっています。担当指導員は「子どもに
人気で食べやすいスナップえんどうの需要を
掘り下げ、生産量を拡大していきたい。」と
話しました。ＪＡでは、管内で、５月上旬ご
ろまでの出荷を見込んでおり、本年度共販計
画を面積70ヘクタール、911トンの出荷量を
見込んでいます。

出荷の始まったスナップえんどう

スナップえんどう出荷始まる

第37回鹿児島県農協利用者年金友の会ゲー
トボール大会が10月10日、鹿児島市中山町の
ふれあいスポーツランドで開催されました。
JAいぶすきからも第42回 JA いぶすき年金
友の会秋季大会の上位４チームが参加し、熱
戦を繰り広げました。

第37回鹿児島県農協利用者
年金友の会ゲートボール大会

10月中旬、管内各地区の生産者が宮崎県都
城市のＪＴリーフセンターへ葉たばこを納め
ました。生産者が１年間、大切に育てたたば
こをＪＴ（日本たばこ産業）が品質を確認し、
買取り価格を決める日で、会場は緊張した様
子でしたが、総販売代金は、指宿総代区生産
者15名で約１億7216万円、えい総代区生産者
15名で約２億580万円の実績で、１kg当りの
代金は前年を上回りました。

葉たばこ収納

ＪＡは10月23日、指宿総合支所で、第133回
九州地区高校野球大会鹿児島県予選で決勝に
進出し、九州大会へ初出場を決めた指宿商業
高校へ寄付金を贈呈しました。指宿商業高校
野球部父母会代表の上川床義一さんは「地元
の応援のおかげで初めて九州大会に出場する
ことが出来た。九州大会でも精一杯頑張りた
い。」と話しました。10月26日の九州大会１回
戦で惜しくも敗退しましたが、地元に勇気を
与えました。今後の活躍にも期待いたします。

指宿商業高校へ
寄付金贈呈

熱戦を繰り広げたゲートボール大会

JAから寄付金を贈呈
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えいさつまいも専門部会は11月１日、「えい
太くん」（品種べにはるか）の奉納祈願を南九
州市の釜蓋神社で行い、生産者・ＪＡ役職員な
ど20名が参加しました。12月からの本格出荷前
に行っており、尾曲宰部会長は「生産者はこれ
から忙しくなるが、今年もおいしいえい太くん
を全国の消費者に届けたい。」と笑顔で話しま
した。

　11月１日、「2013年度いぶすき農協秋冬野菜
販売対策会議」を指宿市のシーサイドホテルで
開催し、生産者・市場関係者・ＪＡ役職員など
107名が参加しました。会議では、これから本
格的に出荷の始まる秋冬野菜についての有利販
売対策や販促事業の強化などを確認しました。
西山茂ＪＡ野菜部会協議会長は「豆類などで
チョウ目害虫の駆除で苦慮しているが、重点品
目野菜の維持拡大に努めたい。」と話しました。

　11月２日・３日の２日間、かごしま県民交流
センターで「かごしまよかもん収穫祭2013」
（鹿児島県協同組合協議会・鹿児島県農協青壮
年組織協議会主催）が開催されました。ＪＡい
ぶすき青年部も芋・ピーマン・米などの農産物
を販売するため出店し、多くの来場者が買い求
めていました。田原隆太青年部長は「ＪＡ管内
の農産物を広める良い機会になった。」と話し
ました。

えい太くん奉納祈願祭喜入野菜部会座談会

秋冬野菜販売対策会議かごしまよかもん収穫祭

ＪＡ喜入野菜部会は10月17日～ 19日の３日
間、喜入地区（喜入・中名・瀬々串・生見・渕
田・一倉・前之浜の７地区）の各支所・公民館
などで座談会を開催し、野菜部会員82名が参加
しました。座談会では、①春夏野菜資材注文書
について、②抑制カボチャ栽培講習、③スナッ
プエンドウ栽培講習についてＪＡが説明を行い、
生産者は今後の管理、病害虫対策について確認
を行いました。 「えい太くん」を奉納するさつまいも専門部役員

挨拶する西山会長

農産物を販売するJA青年部員

座談会の様子



・販売価格2400円（500ml ×24本 税込み）
・お問い合わせ先
　ＪＡいぶすき茶業センター（電話0993-39-0251）
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10月５日、姶良市総合運動公園で「ＪＡ県役
職員連盟　第49回親睦バレーボール大会が開催
され、県内のＪＡなどから１１チーム、188名
が参加しました。ＪＡいぶすきチームも出場し、
１勝１敗と健闘しましたが、惜しくも予選で敗
退しました。

えい茶ペットボトル（500ml）がリニューア
ルしました。以前より低温にて抽出し、茶葉の
持つ旨みを引き出した飲みやすい味わいに仕上
げ、香り・旨み・渋みのバランスが取れた味と
なっています。日本でも有数の緑茶産地である
南九州市頴娃町のお茶本来の旨みをお楽しみ下
さい。

JA県役職員連盟　第49回
親睦バレーボール大会開催

「えい茶ペットボトル」リニューアル

大会成績
優　勝　ＪＡ種子屋久
準優勝　ＪＡ鹿児島いずみ
第３位　ＪＡ南さつま・ＪＡさつま日置

先行上映にぜひ
お越しください。

先行上映にぜひお越しください。 【先行上映開始日】平成25年11月9日（土）
【上映場所】TOHOシネマズ与次郎・天文館シネマパラダイス・
リナシティ鹿屋・宮崎セントラル・都城シネポート
【チケット販売】南九州ファミリーマート /前売り券　1,000円

【先行上映開始日】平成25年11月9日（土）
【上映場所】TOHOシネマズ与次郎・天文館シネマパラダイス・
リナシティ鹿屋・宮崎セントラル・都城シネポート
【チケット販売】南九州ファミリーマート /前売り券　1,000円

●A4 

●A4 1/2 

鹿児島県産
さつまいもでん粉

大活躍！
「こなみずき」が

鹿児島県産
さつまいもでん粉

大活躍！
「こなみずき」が

前売り券
 絶賛発売中！

前売り券
 絶賛発売中！

こなみずき生育中こなみずき生育中

こなみずき生育中こなみずき生育中

組合員のみなさん。ぜひ、ご覧ください！

組合員のみなさん。ぜひ、ご覧ください！

リニューアルした「えい茶ペットボトル」 熱戦を繰り広げたバレーボール大会
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平
成
25
年
9
月
１
日
〜

平
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9
月
30
日
）

お
く
や
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喜
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ユ
キ
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シ　

ヲ　

（
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）

有　

馬　

純
一
郎　

（
89
）

東　
　
　

タ
チ
子　

（
86
）

　
　
　
【
開
聞
】　

津　

田　

ト　

ミ　

（
92
）

荒　

田　

喜
美
子　

（
100
）

西
川　

イ
セ
マ
ツ　

（
96
）

里　

中　

ミ
チ
ヱ　

（
93
）

京　

田　

幸　

子　

（
89
）

井　

上　

義　

則　

（
95
）

山　

﨑　

チ　

ヱ　

（
92
）

　
　
　
【
頴
娃
】　

池　

田　

義　

光　

（
86
）

下　

野　

清　

純　

（
87
）

つ
つ
し
ん
で
ご
冥
福
を

　
　

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

表紙の写真
南九州市頴娃地区で11月中旬からカーネーションの出
荷が始まりました。鹿児島県で最大の産地である同地
区で、カーネーションを合計20アール栽培する永谷保
澄さん（63）もこれまで大切に育てたカーネーション
の出荷準備で忙しい日々を送っていました。

 

編
集
後
記

管
内
を
車
で
走
っ
て
い

る
と
、
生
産
者
の
皆
様
が

秋
冬
野
菜
の
準
備
に
取
り

掛
か
っ
て
い
る
姿
を
見
か

け
ま
す
。
生
産
者
が
心
を

込
め
て
作
っ
た
農
産
物
を

食
べ
る
の
が
今
か
ら
楽
し

み
で
す
。
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理
事
会
だ
よ
り

理
事
会
だ
よ
り

　

平
成
25
年
10
月
28
日
、
第
10
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
次
の
通

り
協
議
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
協
議
内
容
】

○　

平
成
25
年
度
上
半
期
末
事
業
実
績
及
び
年
度
末
事
業
実
績
見
込
み

に
つ
い
て

○　

平
成
25
年
度
上
半
期
末
自
己
資
本
比
率
算
出
結
果
に
つ
い
て

○　

平
成
25
年
度
上
半
期
末
資
産
査
定
結
果
（
全
資
産
）
に
つ
い
て

○　

財
務
改
善
計
画
に
係
る
上
半
期
末
報
告
に
つ
い
て

○　

平
成
25
年
度
半
期
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
の
開
示
に
つ
い
て

○　

山
川
岡
児
个
水
地
区
土
地
の
処
分
に
つ
い
て

○　

頴
娃
町
谷
場
自
治
会
か
ら
の
倉
庫
払
い
下
げ
要
請
に
つ
い
て

○　

貸
出
金
の
貸
出
決
定
に
つ
い
て

○　

固
定
資
産
の
売
却
（
案
）
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

・
監
事
監
査
報
告
書
に
つ
い
て

・
全
国
監
査
機
構
監
査(
期
中
Ⅱ)

結
果
に
つ
い
て

・
平
成
25
年
度
第
２
四
半
期
内
部
監
査
報
告
に
つ
い
て

・
平
成
25
年
度
９
月
末
実
績
に
つ
い
て

・
自
主
検
査
実
施
状
況
に
つ
い
て

・
不
祥
事
未
然
防
止
対
策
取
組
状
況
報
告
（
第
２
四
半
期
）
に
つ
い
て

・
平
成
25
年
11
月
支
所
・
事
業
所
等
へ
の
巡
回
指
導
の
強
化
に
つ
い
て

・
平
成
25
年
度
上
半
期
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
報
告
に
つ
い
て

・
日
本
・
Ｅ
Ｕ
経
済
連
携
協
定
視
察
研
修
会
（
海
外
）
へ
の
参
加
に
つ
い
て

・
人
事
異
動
に
つ
い
て

・
金
融
円
滑
化
に
か
か
る
取
組
状
況
お
よ
び
今
後
の
対
応
方
向
並
び

に
開
示
・
行
政
庁
報
告
の
実
施
に
つ
い
て

・
平
成
25
年
度
県
下
統
一
「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
ウ
ィ
ン
タ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
実
施
要
領
に
つ
い
て

・「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
秋
の
住
宅
ロ
ー
ン
相
談
会
」
実
施
要
領
に
つ
い
て

・「
Ｊ
Ａ
教
育
ロ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
実
施
要
領
に
つ
い
て

・
経
済
事
業
に
お
け
る
特
別
オ
ン
サ
イ
ト
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
実
施
結
果

（
９
月
分
）
に
つ
い
て

・
平
成
25
年
度
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
冬
季
ふ
れ
あ
い
電
化
シ
ョ
ー
開
催
要
領
に
つ
い
て

・
購
買
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
実
施
概
要
に
つ
い
て

・
第
39
回
鹿
児
島
Ｊ
Ａ
農
業
機
械
大
展
示
会
開
催
要
領
に
つ
い
て

・
酒
類
（
焼
酎
な
の
は
な
）
全
利
用
運
動
推
進
要
領
に
つ
い
て

・
県
内
畜
肉
加
工
品
愛
用
推
進
運
動
要
領
に
つ
い
て

・「
お
く
ら
漬
」・「
お
つ
け
も
の
セ
ッ
ト
」
の
特
別
推
進
要
領
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

他

さつま
芋のコロッ

ケ
さつま

芋のコロッ
ケ

黎
明
短
歌
会
指
宿
支
部

一　

桜
島
の
噴
き
て
歓
迎
の
煙
立
ち
玉
手
箱
号
の
客
に
旗
振
る

上
西
園　

ふ
じ
え

二　

足
早
に
雲
移
り
行
き
も
は
や
秋
わ
が
老
い
の
日
も

　
　

た
ち
ま
ち
過
ぎ
る

野　

田　

道　

子

三　

真
夏
日
に
大
噴
火
せ
し
さ
く
ら
島
街
お
お
い
た
る

　
　

映
像
く
ら
し

片
野
田　

健　

一

四　

そ
れ
て
行
く
二
十
四
号
台
風
は
恵
み
の
雨
を
残
し
て

　
　

去
り
ぬ

　

吉　

元　

美
知
子

五　

藤
す
み
れ
ア
ヤ
メ
野
あ
ざ
み
葛
に
萩
む
ら
さ
き
に
お
う

　
　

恋
乙
女
花

外　

薗　
　
　

隆

六　

運
動
会
せ
ま
り
て
と
ど
ろ
園
児
ら
の
空
へ
声
あ
ぐ

　
　

土
手
曼
珠
沙
華

吉　

永　

多
美
子

七　

汗
に
じ
み
く
る
日
々
な
れ
ど
時
来
れ
ば

　
　

土
手
に
に
ょ
き
に
ょ
き
彼
岸
花
咲
く

柚
木
崎　

イ
ツ
子

八　

天
災
は
か
く
も
非
情
に
人
も
家
も
伊
豆
半
島
を

　
　

土
石
流
の
む

辰　

野　

千
鶴
子

九　

曹
雪
晶
名
高
き
二
胡
の
演
奏
を
眼
前
に
聴
け
る

　
　

胸
の
旋
律

川　

畑　

信　

子

十　

秋
な
の
に
今
日
も
暑
か
っ
た
昨
日
買
い
し
軟
骨
ち
く
わ

　
　

揚
げ
大
根
炊
く

吉　

田　

知
佐
子

平
成
二
十
五
年
十
月
二
十
五
日
（
金
）　
丹
波
地
区
公
民
館

　
十
月
歌
会
詠
草
（
自
由
歌
）
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